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他 科 実 習 中 で の 継 続 看 護 実 習 の 一 例
一 他 科 の 退 院 指 導 実 施 を 通 し て 一
國 生 拓 子*・ 許 田志 津 子**・ 河村 葉 子*
要 旨
精神看護学実習中の学生が外科退院指導を行ったことについて、当事者と関係者か らインタビューを行った、その内
容から学生の意欲と学びを助けるための配慮、臨床実習中のインシデントをどのように回避するかという側面から考察
し、今後よりよい教育システムを作り、臨床実習に生かす ことを目的とした。その結果、以下のことが示唆された .
学生の学びにつながったのは、学生の積極性を見守 り、学生の行動の奥にある意欲という肯定的な側面をとらえて、
,建設的な行動へと結びつけたことが教育的な援助であった。
インシデントを予防するという視点からは、教員間の情報伝達の必要性、学生の教員と臨床指導者への報告を指導す
る必要性が考えられた。今後の教育システムとしては、学生のペースにあわせた実習を工夫すること、実習後の学生の
継続 した学びをサポー トできる教育環境の充実、各実習での学生の成長を共有 し、段階的な到達度を確認していくこと
が必要と考える。さらにこのような事例からの学びを看護教育にいかしていくことが今後の課題である,
キーワー ド:臨 床看護学実習 看護学生の意欲 教育的配慮 看護教育
*大阪大学医学部保健学科成人老人看護学**大 阪大学医学部附属病院看護部
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1.は じめ に
臨床実習 は臨床で体験を通 して思考 し学びが成 り立つ
貴重な機会であるユ ♪、しかし時間を区切った実習期間の中
ですべての学習を行うという実習スタイルは、学生の学
習スタイルと異なっている場合があるが、その点に関 し
ては考慮されずに教授方法が選択されている2)e
また近年、看護 ・医療事故が多発し、看護教育において
も資質向上が迫 られ、基礎看護教育における事故防止の
ための研究も多 くなされている3-9)。
今回外科実習を終えた学生がその直後の精神科実習中
に、外科実習中に受け持った患者の退院指導を行い、その
中で成人看護学な らびに精神看護学の気づきや学びが
あったcそ こで、そのときに関わった関係者から情報収集
し、学生の意欲と学びを助けるための配慮、臨床実習中の
インシデン トをどのように回避するかという側面から考
察 し、今後よ りよい教育システムを作 り、看護教育に生か
す ことを目的とした。
II.研 究 方法
1.研	究対象者 とデータ収集方法:精 神看護学実習(以 後
精神実習とする)中 に外科退院指導を行った学生、精
神看護学担当教員(以 下精神看護教員)、神経 ・精神科
病棟師長、精神科プライマリーナース(以後PNsと 記
す)、成人看護学実習(外 科系)担 当教員(以 下外科系
教員)、外科病棟師長、外科PNsか ら、実習終了後に
インタビューを行った。さらにレポー ト、学生の実習
記録、カンファレンス記録から情報収集を行った。
2.分	析方法:情 報収集 したものをもとに分析 ・考察を
行った。
3.倫	理的配慮:研 究を行うにあた り、研究対象者に口頭
で内容を説明 し、理解 ・納得を得られた上で同意を得
た。また受け持ち患者の情報は個人名が特定されない
処理を行 った,施 設看護部長には書面で了承を得た。
4.用	語の定義
インシデン ト(思 いがけない出来事 「偶発事象」で適
切な処理が行われないと事故になる可能性のある事
象)
皿.結 果
1.対	象者の概要
学生は基礎看護学実習を2年 時に、3年 次の総合臨床
実習を終えてまもな く成人看護学実習の外科系実習を
行った。その直後に精神実習が実施きれた。
2.成 人看護学(外 科系)実 習(平 成◎年○月y日 より4
週間)
・受け持ち患者:70代	男性、職業、医療職、平成◎年△
月胃亜全摘術施行。
・成人看護学実習中の学生の様子:
外科系教員:実 習期間前半患者との人間関係づ くりが
難しかったようだが、後半にはコミュニケーションも
スムーズにとれ実習終了までに手術後の食事指導が実
施できた。学生が患者とコミュニケーションが とれ、
その回復を喜び、また気にかけるという看護の基本的
ができてよかったと感じた。
・外科PNs:手 術前に必要な情報収集が不十分なのに学生
が詰所にいることが多く気になっていた。手術前は読
書や書き物をしてすごされる患者であったのでコミュ
ニケーションをとりづらいのではと思っていた。手術
後2、3日 目の時 「患者さんは学生の実習中に退院で
きないので他の学生のように退院指導ができないと思
う。そのかわ り手術後1週 間前後で飲水 ・食事が開始
されるので胃切除後の食事指導ができる。手術後の全
身状態の観察などと平行して食事開始時に指導ができ
るように準備 しておくと良い」と話し、院内統一の胃
切除術後の指導用パンフレットを参考資料に手渡 し
た。
PNsは 食事開始直後にパンフレッ トを用いながら食
事指導を行ったが、しばらく経っても学生が食事指導
計画を持ってこない事が気にかかったc実 習最終 日に
学生は食事指導のパンフレッ トを作成 し持ってきた。
学生はその日の受け持ち看護師とPNsに 改善点を指導
して欲 しいと希望した。患者は強度の老視なのに字が
小さぐ 内容も個別性がなく一般的であると指摘 し、
文字の大小や行間を使い、カラーにして見やす くす
る、字の大きさ・太さを変える、患者や家族が気にし
ていること(様 子を見てもよい程度の症状とそうでな
い症状を知 りたい、退院後の食事に困っていると話さ
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れていた)に 重点を置くと良いと指導 した。 しか し、
学生がパンフレッ トを手渡せるあ はその日のみであ
り、結局は改善点を修正できぬまま食事指導を実施し
て実習は終了した。
学生:「実習の終わ りかけにやっと仲良くなれた,も っ
と早く積極的に関わっておけばよかった、これか ら
ちゃんと食事がとれて、回復 していくのかとても気に
なる。お見舞いに来てもいいですか」と教員に話した。
実習終了後の面会に関しては 「今後の実習時間以外の
病院の面会時間にユニフォームを着て詰め所に一声か
ける」という講座の決まり事に沿って許可された。
3.精 神実習(平 成◎年、・月※日よ り2週 間)
・精神実習受け持ち患者:60代 女性、うつ病性障害、身
内の死去後元気がなくなり、平成◎年□月よりO大 学
医学部附属病院入院治療開始,学 生受け持ち時には少
し状態がよくな り、午後は廊下を歩行 している姿も見
られた。
・精神看護学実習1週 目(成 人看護学実習終了後)の 様子
し
・精神看護教員:1週 目最終 日のカンファレンスで学生は
受け持ち患者のうつの原因をすべて大事な人を失った
ためとしていた。学生は患者 とのや りとりを述べた
が、教員か らは聞 く側が原因を特定して聞くのでは誘
導的ではないかと告げた。心因性の面だけではないこ
とも考慮 し、もう少しうつの勉強をすること、セルフ
ケアの充足を具体的にし、健康維持の側面も見るよう
に指導 した。実習中、成入看護学実習の話題 とその面
会に行 くという会話が学生間でなされ、学生は受け
持った患者に看護についても教えてもらったと目を輝
かせて話 した0退 院指導の話題にはやってみたいとい
う意思を語った、教員は、退院指導まで実施 したら達
成感がありますねという話をした,
・外科での様子
・成人看護学実習受け持ち患者の様子:学 生実習終了後、
化学療法が開始された。
・外科系教員:精 神実習時間終了後に、学生が面会に来て
患者 と話をしている姿を見かけた。学生は 「ご飯食べ
られているようでよかったです。精神看護のことなど
もお話 ししてくれました。精神の実習も楽しいです
よ」と非常に楽 しそうな表情であったC
4.精 神実習2週 目
・精神科PNs:患 者は状態が少しよくな り活動性があがっ
てきた段階だった。患者 自身もうつ状態でコミュニ
ケーションがとりづらかったと思 うが、学生は病態を
よくつかめていないようで残念だった。学生は看護計
画でセルフケア不足を問題にあげ入浴に関するケア計
画を立てていたが、入浴だけでなく日中の活動全体を
通してのプランや関わり方を考え、活動を広げるよう
な具体的な言葉かけや手がかりをつかむことが必要と
指導した。
・精神看護教員:昼 休みに学生が走って上の階へのエレ
ベータニに急 ぐ姿を見かけた、「どうしたの」と問う
と、「退院指導させてもらえるといわれて、その計画を
見てもらうんです」と答えた.外 科実習では退院指導
までを実習の必須課題としているのかという疑問と、
精神実習にかかっても実施させねばならないのか、そ
のことに関して成人看護学の教員から断りはないのか
と考えた。しか し学生の様子に前向きさを感 じ、見守
ることにした。
・外科での様子
・成人看護学実習受け持ち患者の様子:化 学療法の副作用
として下痢等の症状が出ていたがまもなく退院が決定
した。
・外科系教員:退 院指導をしたいという学生の希望を直接
教員に告げることもなく、当日になって他の学生を通
じて 「昼休みに病棟に伺います」という伝言とともに
退院指導のパンフレットが教員に手渡された.病 棟に
来て何をするのか不明であり、その当日勤務であった
PNsと 学生が打ち合わせをしていた様子はなかった,
教員としては、それまで退院指導する等の相談 ・連絡
もなかったので困惑した。パンフレットの内容は、以
前の指導よりはよくなっていたが、現在の患者の状況
にふさわしくない点もあった,し かし、学生の思いは
伝わってきたので「既に実習の終わっている学生が退
院指導をしたいという旨の意向がある。基本的に実習
期間を過ぎた看護介入は認めていないし、内容 ももう
一つな点はあるが、以前よりはよく考えている。師長、
外科PNsが 了承 してくだされば実施させてあげたい」
と病棟師長に相談した.
・外科師長:内 容を見た上でせっか く作ってきたのに、学
生の意欲をそいではいけないと配慮し「患者の状況が
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反映されていない部分もあるが、これでなんとか実施
させてあげることはできるだろうか」とPNsに 相談し
た。PNsが 学生と会えるように昼休みを調整した。
・外科PNs:学 生は面会時、退院が決まったと患者か ら知
らされたから、と突然退院時指導のパンフレッ トを作
成 してきた。実施について外科師長から相談された。
「実習終了後の経過を知らないので、状況にあわない
点はあるが、学生の情熱は伝わって くるし、内容は家
族のニーズにあっている部分があるので、何とか自分
の行う予定の指導とすりあわせて実施できるようにし
ましょう」と許可した。実習終了後、患者の化学療法
が始まり、下痢が出現 したり、患者 と家族の関心が化
学療法の副作用に向かっていた りと状況が変化してい
たため、学生の作成してきたパンフレットの内容は現
状に沿っていなかった。何度 も面会に来て退院指導を
したいと考えたなら現状の情報収集をなぜしなかった
か尋ねると、学生は 「実習が終わった後はカルテを見
てはいけない決まりだから」と答えた。退院指導を希
望する事前の楫談があればカルテをみなくても情報収
集が可能だったろうと感じたが、学生一人では気兼ね
もあったろうと思った、今回は前回指摘 したことを取
り入れて作成できていた。また学生の気持ちの中で、
実習中に実施 した食事指導は改善点を修正できぬまま
であったのが心残 りで今回の作成に至ったのではと思
い、何 とか自分の行う退院時指導にあわせて実施でき
るようにした。
5.退 院指導の実施(精 神実習2週 目)
・外科系教員:約 束の時刻をすぎても学生が外科病棟に来
る気配が無 く、また精神実習での状況が不明なので
困った。その後PNsの 休憩時間との兼ね合いで打ち合
わせ時間が厳 しかったが、何とか打ち合わせることが
できた。今の患者の状況と指導内容について修正事項
の指導をうけ、退院指導の実施を行った。
・PNs:退 院指導のために患者の部屋へ向かう廊下で学生
の方から「今精神科の実習中なんです」と話題にした。
PNsか らは「精神科もまたちがう楽しさがあるでしょ
う」というと複雑な表情になった。なにかあるのかと
思い 「私は以前精神科勤務だったのよ」というと 「受
け持っているのがうつの人なんですよね。あまりお話
しもできていなくて」と語った。精神科勤務をしてい
た時、コミュニケーションをとっていろいろケアをし
なければと焦ってしまう学生が少な くなかった し、自
分 自身も焦った経験があるので気持ちはよく分かっ
た。うつの人はよ く休んで薬が効くのを待つ、という
『待ちの看護』があるのだということを伝えたくて「う
つの人は寝るのも仕事だからね」と焦っていろいろ連
れ出した りしなくても良いと話 した。そ こで患者の部
屋へ入ったので精神科の話題は終了した。退院指導は
PNsと 学生の内容をあわせたものを実施した。
6.精	神2週 目最終日
師長も交えた最終カンファレンスで学生は、「精神実習
は2週 間で短かった。精神症状の入とのコミュニケー
ションの仕方がわか らず、うつの人を受け入れ られてい
なかった。寝ている人を起 こして何か しな くてはという
気持ちがあったので難 しかったがそういう病気と受け入
れ られたらいい」と発言した。師長か らは 「学生が受け持
つ患者は状態の落ち着いた段階にあるが、2週 問の実習
では限 りがある。疾患がどのレベルでどのような影響が
あるか、生活の実態を通して見ていく。回復過程にあって
人間関係は大事だが、距離の取 り方の難 しい人もいる」と
指導された。最後に学生から、精神実習中であったが外科
の退院指導をさせてもらい、そのPNsに 、「何かしてあげ
たいが、寝ているばか りで、どうしてあげたらいいのか悩
んでいると話すと、PNsは 精神科の経験 もあり、うつの
人は寝ているのが仕事だか らね と言われ、ああそ うかと
思った」と語った。教員は、学生がいい気付きができたと
思ったが、「精神実習中はそこに専念すべきであり、教員
に断 り無 く外科退院指導をしたのはあまりよくない」と
指導 した。また、精神教員がうつのケアについて気づかせ
ることができず、他科の看護師から学生の気づきを示唆
.する援助があった点について・指導の不十分さを感じる
とともに教育的配慮を大変ありがたく感じた。
7.実 習終了後の学生の発言
外科退院指導について:退 院指導をしたいと思ったのは、
受け持ち患者が3週 間協力的で話ができ教えていただく
ことも多 く、関係がもてたからだ。最終週の4週 目に食事
指導は渡せた、外科実習終了後の精神実習中に何回か面
会に行ったが、患者は手術後の外泊中に調子を崩し、その
ことで家族も不安になっていた。家族の心配を考慮 して
退院指導を書いた方がいいと感じた,実 習中に作成した
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食事指導の資料では症状に対する対処を盛 り込んでいな
かったし、化学療法を考慮しておらず一般的で、退院後の
生活面までは十分ではなかった。退院指導 自体は実施で
きてよかった。患者 にもよろこんでもらえたと思う。PNs
も患者の状態にあわせて書 くようによく指導 してくれた、
精神実習は1日 の実習終了後の文献学習時間が長 く、外
科では退院指導をしたければ行ってもよいといわれてい
たので、レてもいいのだと思った。精神実習中に外科実習
の退院指導を行った ことの意味についてはカンファレン
スでいわれるまで全く考えもしなかった。
精神実習について:3年 次の夏休みに保健所で精神障害
者のデイケアを見学 して精神病は身近な病気なのだと感
じた。しかし今回はうつの理解が足らず、うまく接するこ
とができなかった。外科PNsか らのさりげない話でうつ
の人は寝ているのが仕事だか らといわれ、少しわかった
ような気が した。今まで必死に何かしなければ、どうにか
しないとと思っていたが、それは自分の実習のためにし
ていたことだとわか り、患者 に無理をさせず に患者 の
ペースにあわせる事が必要だとわかった。
IV.考 察
精神実習 中の学生が教員 に断 りなく外科退院指導 を
行ったことは、ある意味臨床実習中のインシデン トとし
ての側面がある。しノか しなが ら今回の件では、臨床側の配
慮や外科担当教員の計 らいヒよって、学生にとって大き
な学びの機会となった0学 生の学びとインシデントとし
ての分析から考察 し、今後の教育システムに生かすため
の検討を加える。
1.、学生の意欲と学びを助けるための配慮
〈外科退院指導での学び〉 学生が外科の退院指導をし
たいという気持ちを持ったのは、患者や家族と関係がも
て、退院を前にして不安になっている心情を汲んでのこ
とだとしている、学生はなかなかコミュニケーションを
もてなかった精神の受け持ち患者にも 「なにかしてあげ
たい」「なにかしなくては」という気持ちを持っていた。こ
の気持ちが学生自身の動機となり、今回の退院指導とい
う行動に向かわせたと考える。精神看護教員は、学生が外
科退院指導を行いたい意向を表明した際に、できたら達
成感がある等の発言をし、学生の行動を見守っていた。外
科系教員は学生に面会を許し、面会に来た学生の楽 しそ
うな表情をとらえていた。学生と教員間の言葉のや りと
りは十分ではなかった点はあるが、非言語的な側面では
学生を見守 り、看護に対する前向きさを肯定的に受け止
めていた。そのことが、学生の自ら積極的に退院指導を し
てみたいという気持ちを後押 ししたと考える。
また、実習を終えた学生の突然の退院指導を行いたい
という行動を臨床側が学生の意欲 ととらえ、気持ちをそ
がない配慮がその意欲を支え、学びに結びついた。ある意
味学生が臨床側を巻 き込んだと思える行為であったが、
学生の行動の奥にある意欲という肯定的な側面をとらえ、
建設的な行動へと結びつけたことが教育的な援助になっ
たといえる、学生は退院指導を終えたことにより一つの
イベン トをや り遂げた達成感を得られ、学びになったと
考える。
〈精神科看護の学び〉 外科PNsは 、退院指導に来た精
神実習中の学生に対して 「精神科 もまたちがう楽しさが
あるでしょう」と気持ちによ りそい、複雑な表情を察知す
ると適切な自己開示を行い、学生の思いを表現 しやすく
した,そ して学生の焦る気持ちを共感 して、患者理解を促
す示唆をし、学生の気づきを導いた。さらには、「患者さ
んをどうにかしないとと思っていたが、それは自分の実
習のためにしていたことだとわか り、患者に無理をさせ
ずに患者のペースにあわせる事が必要だ」という、学生の
患者をみる視点の転換 ユ゜ )を導いたといえる。気づきは緊
張関係ではできず学生一教員関係のあ り方がクリティカ
ルシンキング育成に影響する11丿とされている。このこと
か ら、学生の思考を促進するために教員は、学生一教員関
係をより援助的な関係として育み、共感的に「よ りそうこ
と」12)、同時に感情労働としての看護ユ3)を教え、些細な場
5面でも学生の感情や気持ちを大事にしようとする姿勢を
持つことが、学生の意欲と学びを助けるのに重要である
と考える.
精神看護実習においては、学生はコミュニケーション
がうまくいかず患者の病態について理解 していない状態
であったが、教員はその先のケア内容について指示をし
すぎていた。患者に近づけないことにはコミュニケー
ション技術の不足ばかりでなく不安や恐怖があり、それ
を乗 り越えるには支えが必要であるユ4).学生が理解 しや
す いように情報 を見直し、精神科患者を理解 しアセスメ
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ン トの視点をもてるよう支持援助する必要性がある。
2.イ ンシデントとしての側面
今回のことは一歩間違うとインシデン トになる危険i生
もあった。インシデン トの側面か ら考察する。インシデン
トの再発防止には、看護職者個人の問題と看護体制(組
織)の 問題がある15)と されている、そ こで個人の問題 と
組織の問題を抽出し、予防策を検討する。
看護学生の事故 ・失敗については、その場面に指導者が
いないこと16)があげられてお り、学生の動きをきちんと
把握 していなかった点は、指導監督義務違反となるユ7)。実
習中、臨床現場に教員が出て学生を指導監督する責任と
意味を十分に認識している必要がある.ま た今回のよう
な突然の学生の動きは、臨床看護師の仕事の注意をそぐ
事柄であり、事故 につながらないともいえなかった。今後
は教員の責任 ある観察 ・判断 ・行動が必要であろう。また
今後学生には、教員な らびに臨床現場の指導者への報告
を義務づけるなどの管理指導体制を強化するとともに、
もし他科の退院指導等が したい場合は必ず双方の当該教
官 と相談し、臨床側の了解を取った上で実施するなどの
申し合わせ事項が必要と考える。
精神看護教員は、学生の思考を精神看護実習の課題遂
行に向けてお らず学生の思考を妨げた。実習中の学生の
会話の中から学生の思考をとらえていれば、実習中はそ
の実習に専念するようにこの時点で指導することができ
たと考える。さらに外科退院指導が成人看護実習の必須
課題であると誤解 していた。疑問に思った時点で情報収
集 をせず、事実誤認に気づくのが遅れた。未然に防ぐため
には実習要項 をよく把握し、各実習目標や実習内容を知
ることと、できるだけ早 く情報収集し、具体策をたてるこ
とが必要であろう。さらに最終カンファレンスで起こっ
た事柄についてよくないという評価のみを学生に返 した
のは不十分であった。学生の内省を促 し、また建設的な行
動をとれるような働きかけが必要と考える。
学生は患者の言葉に頼ったり、患者の言葉を優先する
傾向が強いユ8)。このため今回は特に退院指導に目が向い
たと考え られる。学生がよ く理解せず 自己判断で行動し
た背景には、今回は臨地実習が早い段階の学生であり、何
かをしなくてはという焦 り、何かすることをを見つけな
ければという不安、教員や臨床スタッフに対する情報伝
達に関する知識不足、やってもいいんだという思いこみ、
自分がしたいと思った行動を選択する自己中心的立場が
あったと考える。これらは青年期にある学生には自己モ
ニタ リングが不十分なため当然のことであると考える。
しかしながら、学生には振りかえりを促し自己を客観視
できる援助を行 うと同時に、臨地実習は組織の中での実
践であることと、学生の立場と責任を気づかせ、言葉で明
確に情報を伝達する必要について指導を行う必要がある。
3.臨 地実習における学生の学習を促進するよりよいシ
ステム作り
学生は成人看護実習の4週 目に食事指導を行い、また
精神看護実習も2週 間で短いと述べていた。多くの看護
学実習は、単位ごとに期間が区切 られて実施されている
が、学習者は自分のペースでしか学ばない19)。学生は実習
期間中はその実習に専念するのが基本だが、実習期間が
短い場合その期間内にその科のすべての理解を進めるの
は無理がある。これに関しては、学生のペースにあわせた
実習を工夫することや、学生の思考や感情に寄 りそって
積極性 を引き出し、実習中の学習を促進 し実践に向けた
援助を行うこと、また実習後の学生の継続した学びをサ
ポー トできる教育環境の充実が考えられる。さらに今回
は実習の初期段階の学生であったため、より学習に時間
がかかったと思われる。各科実習だけでなく、臨地実習全
体での学生の成長や学びを教員間で共有 し、段階的な到
達度を確認 していくことが改善策 として考えられる。
臨地実習環境の側面から考えると、各科の実習場所が
同じ病院内であり、容易に面会等に行ける環境であった
ことが、外科退院指導を行いやすくした背景にあった。今
後は臨地実習環境も配慮 し、教員間の確実な情報交換と
迅速な連携ができる組織作 りが必要と考える。また丸山
は、事故の理解と予防的行為は、事故の体験によって鮮明
になるとし、看護基礎教育においても看護・医療事故防止
のためのシミュレーションを用いた教育方法を開発され'
る必要があると述べている20)。今回の事例からの学びを
学内での教育と臨地実習に生かす工夫が今後の課題であ
ろう。
V.お わ りに
精神看護学実習中の学生が外科退院指導を行ったこと
について、関係者からインタビューを行い、その内容から
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学生の意欲と学びを助けるための配慮、臨床実習中のイ
ンシデン トをどのように回避するかという側面から考察
し、よりよい教育システム作 りについて検討した。その結
果、以下のことが示唆された。
学生の学びにつながったのは、学生の前向きさを見守
り、学生の行動の奥にある意欲 という肯定的な側面をと
らえて、建設的な行動へと結びつけたことが教育的な援
助であった。インシデントを予防す為という視点からは、
教員間の情報伝達の必要性、学生に教員と臨床指導者へ
の報告を指導する必要性が考えられた。今後の教育シス
テムとしては、学生のペースにあわせた実習を工夫する
こと、実習後の学生の継続 した学びをサポー トできる教
育環境の充実、各実習での学生の成長を共有 し、段階的な
到達度を確認 していくことが必要と考えられた。さらに
このような事例か らの学びを看護教育にいかしていくこ
とが今後の課題である。
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One example of continuance nursing practice when another 

department is being practiced 

— 	Consideration through guidance of leaving hospital 
execution of another department —
Kokusho,H., Motoda,S., Kawamura,Y. 
ABSTRACT 
The purpose of this study was clarify of event between clinical nursing practice. The event is a nursing student 
did guidance of leaving hospital for a surgical patient , but it happened at a term of psychiatric and mental health 
nursing practice. The information gathering was an interview from the person concerned.The event was consid­
ered from the side of educational consideration. And it considered how was able to prevent it when thinking the 
event tobe an incident. As for the necessity to make an nursing educational system, it thought about something. 
It aimed to make the best use of for the clinical training. Educational help was the following. To have connected 
with student's earning was to have watched student's positive. An affirmative side of desire in the interior of the 
student's behavior was caught. Having tied to a constructive action is educational help.The following were 
thought from the aspect of preventing the incident. The information between teachers transmission was neces­
sary. The necessity for guiding the report to a teacher and a clinical leader was thought for the student. It was 
thought that the following were necessary for an educational system in the future. The certain information 
exchange between teachers and prompt cooperation are important. Devise the practice put together on student's 
pace. And enhancement of educational environment to which learning to which student is continued can be 
supported after it practices. It was thought that sharing the student's growth because of each practice . It is 
necessary to confirm a phased attainment level in the student's practice. In addition, t is a problem to make the 
best use of learning from such a case for the nursing education when the future. 
key words : Nursing Practice nursing student's desire Educational consideration nursing education 
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